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収 支 報 告 書
平成26年 分

(ふ り が な)ふ るさとねっとわ一くにじゅうさん(平 成 年 月 臼開催 分)

政治団体の区分
1政 治 団 体 の 名 称 ふ るさとネ ットワー ク23

2主 た る事務 所 の所在 地 旭川市璽条通4丁 目右6号 民主党北海道第6区総支部内

[コ 政 党 口 政 治資 金規 正 法第18条 の2

口 政 党 の 支 部 第1項 の規 定 に よ る政治 団 体

[コ 政 治 資 金 団 体 匹オ そ の 他 の 政 治 団 体

口 そ の 他 の 政 治 団 体 の 支 部
0

3代 表 者 の 氏 名 佐々木 隆博
活動区域の区分

[コ2以 上の都道府県の区域等 臨 庄Z「 同一の都道府県の区域内

資金管理団体の指定の有無

区オ 有

口 無

公 職 の 種 類 騰 霧 ろ一甕 蓄)

資 金 管 理 団 体

の届 出 を した

者 の 氏 名 左々

国会議員関係政治団体の区分
4会 計 責 任 者 の 氏 名 高 木 啓尊

5事 務 担 当者 の 氏 名 植木 大輔

(電 言舌)0166-24-3131

匹ヨ 政治 資金規正法 第19条 の7第1耳 護

第1号 に係る国会議員関係政治団体

臼 政治資金規 正法第19条 の7第 傾
第2号 に係 る国会議員関係敢治団体

公職 の候 補者

の 氏 名 佐々木隆博

塞議院議最公 職 の 種 類
雌補者となろうとする者)

資金管理団体の指定の期間
国会議員関係政治団体に関する
特例の適用期間

ノ鋪勲 ＼
平成 年 月 日 から

平成 年 月 日 まで

平成 年 月 冊 か ら

平成 年 月 日 まで
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収 支 の .状 況
'1収 支の総括表

臨

収`入 総 額 ∵ 一 ・...∴..........∴.....'.

　
十億 臼万

4 9 2
予

4 3
「5 円

9

(前 年 か ら の 繰 越 額)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ゲ ・ ・ ・ ・ ・ … ° ・ ゼ ゜ °'°" r

1 3 2 1 3 8 8 8
(本 年 の 収 入 額)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …......

國

1 7. 1 0 4 7 1

支 層 出 総 額 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

.・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …. 3 5 2 9 4 6 8
翌 年 へ め 練 越 額 ・ ・ … 一 ・ 一 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 一 ・ ・ ∵

1 3 9 4 8 9 1

2収 入項目別金額の内訳

(1)個 人 め 負 担 す る 党 費 又 は 会 費 「
髄

金 額 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …..................
十億 白万 干 円

0

員 数 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …..∴..............
人r

,

(2)寄 附

5

ア 寄 附(、 イ を 除 く1)の 区 分
金 「額 備r考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 .・
十徳 百万. 干

δ
Eう ち 特 定 寄 附] .

0

(イ)法 人 そ の 他 の 団 体 か ら の 寄 附
0 顧

(ウ)政 治幽団 体 か ら の 寄 附
1 7 1 0 0 0

『0

ノ」＼ 計(ア)+(イ)+〈 ウ)
1 7 1 0 0 0 0

[寄 附 の うち寄 附 の あ っせ んに よ るも の]
0

イ 政 党 匿 名 寄 附
0

r

「㌔

合 計(ア 脳 イ) 、

1 7 1 0 0 0 0

匿

,
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(そ の6)

(6)そ の他 の収入

摘 要 金.額 備 考
十億 百万 千 円

毎

!

こ の 頁 の 小 計 0

1件10万 円 未 満 の も の 4 7 1

合 計 4 7 1

唱
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(7)寄 附 の内訳 寄附者 の区分 政 治 団 .体 か ら の 寄 附

団 体 の 名 称 金 額 年 月 日 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 代表者 の氏名 備 考

北海道歯科医師連盟旭川支部
十億 百万

2 0 δ 0 0 鴇26.12.11 旭川市金星町1丁 目 岩田谷 隆

民主党北海道第6区 総支部 1 5 0 0 0 0 0 26.12.18 旭川市1条4丁 目右6号 佐々木 隆博

,

`

番

「

'

L

!一

この頁の小計 1 7 0 0 0 0 0

押6一

鰯
嚇 負.

●

亀

曹

〆

その他 の寄附 1 0 0 0 0

合 計
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3支 出唄 目別金額の内訳

`,

一

内

蟹

炉

、

.

甲

(1)支 出 の総 括 表'

1註

1

項 目
.

企 額 備 考

1経 常 経 費

(1)人 件 幽費

「 十億 百万 干

旬＼

円

0

(2)光 熱 水 費 0

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 、 0

(4)事 務 ・ 所 費 4 9 ,6 8

小 計 4 9 6 8

2政 .治 活 動 費

(1)組 織 活 動r費 0

9

(2)選 挙 「関 係 費 1 0 0.0 0 0 0

(3)機 関紙誌 の発 行 その他 の事 業費 O

ア機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費
「

一

〇
ヅ

イ 宣 伝 事 業 費 O

ウ 政治資金パーティー開催事業費 0

エ そ の 他 の 事 業 費 0

(4)調 査 研 究 費
,

0

(5)寄 、附 ・ 交 付 金 2r5 2' 4 5.O 0

(6)そ の 他 の 経F費 0

.

小 計 3 5・2 4 5
,

O 0

5 2 9 4 6 8合 計
.3

、

※ 当該政治団体の本部又は支部に対 して供与した交付金に係る支出については、・支出項冒ごとにその額を備考欄に併せて記載すること。

,
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(そ の14)

(2)経 常経 費(人 件費除 く。)の 内訳 項目別区分 事務所費(事 務管理費)

`

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日

支 出 を 受 け た 者 の

氏名(団 体 にあ って

は、その名称)

支 出 を 受 け た 者 の 住 所

(団体にあっては、主たる事務
所の所在地)

備 考

十億 百万 千 円

o

、

r

1

1

8

;
'

h、

、

この頁 の小計 0

※この様式は国会議員関係政治団体及び資金管理団体のみその他 の支出 4 9 6 8

合 計 4 9 6 8
記載 す る こ と。

1
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(そ の14)

(2)経 常経費(人 件費除 く。)の 内訳 項目別区分 選挙関係費(陣 中見舞)

支 出 の 目 的
ρ

金 額 年月 白

支 出 を 受 け た 者 の

氏名(団 体 にあって
は、その名称)

支 出 を 受 け た 者 の 住 所

(団体にあっては、主たる事務
所の所在地)

備 考

寄付
十姫

ヤ 0 0 δ 0 0 326.12.1 佐々木隆博 士別市川西町12線西45番 地

●

冒,

この頁の小計 1 0 0 0 0 0 0

そ の他の支 出 0

合 計 1 0 0 0 0 0 0

※この様式は国会議員関係政治団体及び資金管理団体のみ

記載すること。 〃
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(そ の15)

18

(3)政 治活動 費の内訳 項目別区分 寄付 ・交付金(寄 付)

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日

支 出 を 受 け た 者 の

氏名(団 体 にあって

は、その名称)

支 出 を 受 け た 者 の 住 所

(団体にあっては、主たる事務
所の所在地)

備 考

寄 附
十億 百万

5 0

干

0 0 0

円

0
26.2.21 ささき隆博後援会連合会 旭川市1条4丁 目右6号

同 3 0 0 0 0 0
26.5.7 ささき隆博後援会連合会 旭川市1条4丁 目右6号

同 1 1 6 9 O 0
26.5.8 佐々木隆博士別後援会 士別 市 東7条9丁 目455-71

同 2 6 0 8 0 0 26。5.8 佐々木隆博名寄地区後援会 名寄市西4条 南1丁 目 社会文化会館内

同 1 0 3 6 0 0 26.5.8 佐々木隆博富良野連合後援会
富良野市栄町4-2

同 6 6 8 0 0
26.9.5 佐々木隆博士別後援会 士 別 市 東7条9丁 目455-71

同 7 0 4 0 0 26.9.5 佐々木隆博富良野連合後援会
富良野市栄町4-2

同 3 7 6 8 0 O
26.9.5 佐々木隆博名寄地区後援会 名寄市西4条 南1丁 目 社会文化会館内

同 2 0 0 0 0 0 26.9.22 ささき隆博後援会連合会 旭川市1条4丁 目右6号

同 6 6 8 0 0 26.12.30 佐々木隆博士別後援会
士 別 市 東7条9丁 目455-71

同 3 9 2 0 0 0 26.12.30 佐々木隆博名寄地区後援会
名寄市西4条 南1丁 目 社会文化会館内

同 7 0 4 0 0
26.12.30 佐々木隆博富良野連合後援会 富良野市栄町4-2

この頁の小計 2 5 2 4 5 0 0

その他 の支出 0

合 計 2 5 2 4 5 0 0
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資 産 等 の 状 況

1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 立

イ 建 物 口 立

ウ 建 物 の 所 有 を 目的 とす る地 上 権 又 は 土 地 の賃 借 権 口 立

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 立
や

オ 難 ま噂 鑑 預(金 及 び 当 座 預 金 を 除 く 。普 通 貯 金 を 除 く
。))

口 立

力 金 銭 信 託 口 立

キ 有 価 証 券 口 立

ク 出 資 に よ る 権 利 口 立

ケ 貸 付 先 ご と の 残 高 が100万 円 を 超 え る 貸 付 金 口 立

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 立

サ 取得の価額が100万 円を超 え る施 設 の利用料 に関す る権利 口 立

シ 借 入 先 ご と の 残 高 が100万 円 を 超 え る 借 入 金 口 立

※ 該当する項目に 「 ㌧/を 付す こと。
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(そ の20)

轡
旦 誓 書

添 付 書 類(別 添 の と お り)

1 領収書等の写し

2 政治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書 は、政治資金規正法に従って作成したものであって、真実に相違ありません。

平成 幻 年G月 ろ○ 日

政 治 団 体 の 名 称 ふ る さとネ ッ トワー ク23

※ 代 表 者 の 氏 名 ㊥

会 計 責 任 者 の氏 名 高 木 啓 尊

へ

餓
＼地しノ

※ 「代表者の氏名 ㊥」 は、解 散 に伴 う収支報告書以外 は記載 しない こと。



政治資金監査報告書

平成27年5月26日

ふ る さ とネ ッ トワー ク23

代表 佐々木 隆博 殿

装録讐資警監勢聖 溜 禦
研 修 修 了 年 月 日 平成21年6月12日

1監 査の概要

(1)私 は、政治資金規正法(以 下 「法」とい う。)第19条 の13第1項 の規定 に基 づ き、

ふ る さ とネ ッ トワー ク23の 平 成26年1月1日 か ら平 成26年12月31日 ま での 法第12

条第1項 に規定する報告書並びに当該報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書

◎ 等を徴し難かった支出の明細書等及び振込明細書(以 下 「会計帳簿等の関係書類」とい う。)
塑

について、支出に関する政治資金監査を行った。

(2)こ の政治資金監査 は、法第19条 の13第2項 に定める ところによ り政治資金適正

化委員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」(以下 「政治資金監査マニュ

アル 」 とい う。)に 基 づ き行 っ た。

(3)私 の責任は、外部性を有する第三者として、国会議員関係政治団体の会計責任者の

作成 した会計帳簿等の関係書類について、政治資金監査マニュアルに基づき政治資金

監査を行った結果を報告することにある。

(4)こ の政治資金監査 は、ふ るさとネ ッ トワーク23の 主た る事務 所 において行 った。

2監 査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果は、以下のとおりである。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規定す る事 項について、会計帳簿、明細書、領収

ひ
書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書等及び振込明細書が保存 されていた。

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規 定す る事項 について、会 計帳簿には、当該国会

議員関係政治団体に係るその年における支出の状況が記載され、かつ、当該国会議員

関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えていた。

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規 定す る事項について、法第12条 第1項 に規定

する報告書は、会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書

等及び振込明細書に基づいて支出の状況が表示されていた。

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規 定す る事項 について、領収書等を徴 し難かった

支出の明細書等は、会計帳簿に基づいて記載 されていた。
Ψ

3業 務制限

ふるさとネ ッ トワーク23と 私 との問には、法 第19条 の13第5項 の規 定に違反す

る事実はない。

また、ふ るさとネ ッ トワーク23と 政 治資金監査の業務 を補助 した使用人その他の従

業者 との間においても、同様である。

以 上


